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令和元年度 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会 会議録 

開 催 日 時 令和元年５月２５日（土） 午後３時３０分～午後５時５５分（休憩 ７０分） 

開 催 場 所 たけまるホール３階 小ホール 

出 席 者 

（ 委 員 ） 

溝口委員、大塚委員、遠藤委員、城谷委員、川口委員、小林委員、森田委員、霜田

委員、中栖委員、堀井委員、世古委員、林委員、工藤委員、井上委員、辻村委員、

吉藤委員、行徳委員、山田委員（筒井課長代理出席）、小紫委員 

欠 席 者 倉委員、松本委員 

関 係 者 

生駒地区医師会：友岡会長 

生駒地区医師会・生駒市医師会事務局：中畑局長、土橋次長 

近畿大学奈良病院：田花課長 

在宅医療介護推進部会員：萩原氏、加藤氏、嵪司氏、山口氏、佐々木氏、高山氏、

池田氏、松岡氏、桐木氏 

認知症対策部会員：山上氏、徐氏、川田氏、中溝氏、古田氏、湯川氏、川端氏、中

田氏、松村氏、馬庭氏、竹田氏、田中氏 

生駒市消防本部警防課：谷江課長補佐、植木係長 

事 務 局 
影林福祉健康部長、田中福祉健康部次長、近藤福祉健康部次長健康課長兼務、後藤

地域包括ケア推進課長、吉村介護保険課長、石田地域医療課長 

傍 聴 ４人 

案 件 

（１）会長選出・副会長指名 

（２）在宅医療介護推進部会・認知症対策部会について 

（３）部会報告（平成３０年度活動報告及び令和元年度活動予定） 

  ①在宅医療介護推進部会 

  ②認知症対策部会 

（４）その他 

  ①奈良県の在宅医療介護推進事業の取組 

  ②やまと西和ネット進捗状況について 

  ③地域包括ケア推進大会について 

資 料 

資料１  附属機関及び懇談会等の会議の公開に関する基準 

資料２   生駒市医療介護連携ネットワーク協議会開催要綱 

資料３   生駒市医療介護連携ネットワーク協議会委員名簿 

資料４-１ 在宅医療介護推進部会に関する規程 

資料４-２ 在宅医療介護推進部会名簿 

資料５-１ 認知症対策部会に関する規程 

資料５-２ 認知症対策部会名簿 

資料６ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会 

在宅医療介護推進部会平成３０年度活動報告書（案） 

資料７ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会 

認知症対策部会平成３０年度活動報告書（案） 

その他 

・生駒市在宅医療・介護連携の促進に関する協定書

・奈良県の在宅医療介護推進事業の取組について

・やまと西和ネット進捗状況について

・地域包括ケア推進大会について

・令和元年度 認知症に関する市民フォーラムのチラシについて
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

・市長挨拶 

本日はご多忙のところお集まりいただき、ありがとうございます。また、平素

より生駒市の医療・福祉・介護など街づくりの課題に対してお力添えをいただき

ありがとうございます。この協議会は、平成２８年３月に立ち上げ、３年間を１

つの期間として、様々な取組を進めてきました。その間、在宅医療介護推進部会

と認知症対策部会にて、医療・介護の専門職の方々と行政の職員も入りまして、

いろいろな成果をあげてきたところです。今日は、この３年間のまとめとして、

また、次のステージへ向けての新たな一歩をどう踏み出していくかについて様々

なご意見をいただく場にしたいと思います。また、本日からは市内病院の院長に

もお集まりいただき、第２ステージに向けての貴重なご意見、お力をいただくと

いうことになりました。本日も長丁場となりますが、皆様の活発なご意見、ご議

論をお願いさせていただき、私からの挨拶とさせていただきます。 

 

・配布資料確認 

 

２ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会について 

 

・資料２に基づいて説明 

更なる医療・介護連携の促進を図るため、今期より市内６病院の院長の皆様にも

ご参加いただくことになったこと、また、参考資料としてお手元資料にもあります

が、生駒地区医師会と生駒市にて、地域包括ケアの深化推進に向け、平成３１年４

月１日付にて「在宅医療・介護連携の促進に関する協定書」を締結させていただい

たことをご報告いたします。 

 

３ 各委員の紹介 

 

・資料３に基づいて委員紹介 

・オブザーバー、事務局紹介 

 

４ 案件 

（１）会長選出・副会長指名 

 

それでは、議事に移らせていただきます。 

まず、案件(1) 会長の選出、副会長の指名でございます。 

開催要綱第４条第２項で、「会長は、委員の中から互選により決定し、副会長は

会長が指名する」と規定しております。会長は互選となりますが、委員の皆様、

ご意見はございませんか？ 

 

市長である小紫委員を会長としてはどうでしょうか。 

 

只今 小紫委員を会長に、というご意見を賜りましたが、ほかにご意見はござい

ませんか。ご意見が無いようですので小紫委員を会長に決定させていただいてよ

ろしいですか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、小紫委員に会長をお願いいたします。会長、ご挨拶をお願いします。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

 

 

 

 

副会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

前年度から素晴らしいメンバーにお集まりいただいておりましたが、今年度から

は市内病院の院長や地区医師会の理事などにもご参加いただき、より充実したメン

バーにお集まりいただいているこの協議会を実りのあるものにしたいと思います。

生駒市の未来の街づくりのための大変大きな力を発揮する場にするために、皆様の

お力をいただくべく、会長職を務めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございました。次に、副会長の指名でございます。 

開催要綱第４条第２項で、「副会長は会長が指名する」と規定しております。会

長から副会長２名のご指名をお願いします。 

 

それでは、本協議会の趣旨に照らし、医療分野と介護分野でそれぞれ一名ずつ

ご指名させていただきたいと考えておりますので、溝口委員と辻村委員に副会長

をお願いしたいと思います。お二方よろしいでしょうか。 

 

（両名が承諾） 

 

ありがとうございました。 

それでは、溝口副会長、辻村副会長、順にご挨拶をお願いします。 

 

2025年問題については医師会としても検討を進めているが、これだけの多職種

が一堂に集まれば、より効果的な取組を行うことができ、医療介護連携だけでな

く、病病連携や病診連携が進むのではないかと期待しています。前年度に引き続

きよろしくお願いします。 

 

医療と介護の連携というのは、ずいぶん前から強調されていますが、これがかけ

声だけに終わらずに、生駒市において実質的な連携が深められていくように、しか

もそのことが、市民にとって意味のある、効果のあるネットワークが出来上がりま

すように、私たちも努力したいと思っています。おそらく多くの課題があると思い

ますが、それを乗り越えて、しっかりとした協議会及びネットワークを形成できる

ように努力していきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、会長の職務代理についてでございますが、開催要綱第４条第４項

に「副会長は、･･･会長に事故があるとき又は会長が欠けたときには、その職務を

代理するものとし、あらかじめ指名順位を決定しておくものとする。」と規定して

おります。会長から職務代理の指名順位の決定をお願いいたします。 

 

職務代理の指名順位は、溝口副会長→辻村副会長の順としたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

 

（両名異議なし） 

 

ありがとうございました。それでは、溝口副会長 → 辻村副会長の順に会長代

理をお願いすることといたします。 

それでは、生駒市医療介護連携ネットワーク協議会開催要綱第５条第１項の規定

により、これからの議事の進行につきましては、会長にお願いしたいと思います。

会長よろしくお願いいたします。 

 

それでは、円滑な議事進行にご協力の程よろしくお願いいたします。案件の(2) 在

宅医療介護推進部会及び認知症対策部会について、事務局から説明をお願いします。 
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事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）在宅医療介護推進部会・認知症対策部会について 

 

資料２の生駒市医療介護連携ネットワーク協議会開催要綱で触れました第２条

の協議事項について、部会を置き、専門的意見を求めるということについて、説

明します。 

・在宅医療介護推進部会：資料４-１に基づき説明 

・認知症対策部会   ：資料５-１に基づき説明 

 

事務局から説明がありましたが、ご意見等ございますか。 

特にないようですので、本協議会の部会として、引き続き在宅医療介護推進部

会と認知症対策部会を運営するということで進めてまいります。 

なお、この２つの部会が連携していくべき事項がありましたら、同時開催や、

また新たな部会等の設置や作業部会等の設置が必要であれば、都度考えていきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

部会員につきましては、事前に各関係機関から推薦等をいただいております。

事務局から説明をお願いします。 

 

・在宅医療介護推進部会：資料４-２に基づき説明 

昨年度までの部会に関しましては、立ち上げの時期であったこともあり、各関

係機関・団体の代表者にご参加いただいておりましたが、今後さらに在宅医療・

介護連携を進めるにあたり、より多く現場でご活躍いただいている方への参加を

お願いしたいという委員の意向も踏まえ、部会員のご推薦をいただきました。 

また、行政職員の代表については、今後、高齢化がますます進む本市において、

急変時の救急搬送の見極めや死亡診断のための看取り搬送など、課題が多々ある

とのことから、救急搬送に対する体制作りを行っていく必要があるという考えか

ら、消防から参加いただく形をとりたいと考えております。 

 

・認知症対策部会：資料５-２に基づき説明 

認知症対策を進めるためには、より多くの現場の意見を反映する必要があると

いうことで、部会員を 5 名増員し、新たな委員構成として、地域包括支援センタ

ー、市内病院の地域医療連携室、訪問介護事業所、グループホーム、認知症地域

支援推進員等の追加を考えております。 

部会員につきましては、以上でございます。 

 

委員の皆様から何かご質問はありますか。 

ないようですので、開催要綱第６条第２項の規定により、これらの方々を部会

員に指名させていただきますので、ご承知おき、お願いします。只今、部会の新

たな委員構成をご承認いただきましたので、本協議会は一旦休憩といたします。 

この後、新たな委員構成によりまして両部会を開催し、平成３０年度の活動報

告と令和元年度のスケジュールについて協議していただきます。 

両部会終了後、本協議会を再開し、両部会からの報告を受けるという流れにな

りますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、令和元年度生駒市医療介護連携ネットワーク協議会を暫時、休憩いた

します。 

 

 

 

（暫時休憩） 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

部会長 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

部会長 

 

只今から、令和元年度生駒市医療介護連携ネットワーク協議会を再開いたしま

す。なお、案件（４）その他としまして「やまと西和ネット」の進捗状況につい

てご報告いただくため、近畿大学奈良病院から田花課長にご出席いただいており

ますのでお知らせいたします。 

それでは、案件(３) 部会報告について、平成３０年度の活動報告と令和元年

度の活動予定についてそれぞれの部会長からご報告いただきます。 

まず、①在宅医療介護推進部会について、平成３０年度に部会長をつとめてい

ただきました溝口副会長より報告を受けたのち、令和元年度の活動予定を萩原部

会長より報告を受けます。 

 

（３）部会報告（平成３０年度活動報告及び令和元年度活動予定） 

①在宅医療介護推進部会 

 

・資料６に基づき平成３０年度の活動報告 

 

・資料６に基づき令和元年度の活動予定報告 

 

ありがとうございました。 

溝口副会長、萩原部会長から報告していただきましたが、内容についてご意見、

ご質問等ございますか。 

 

入退院調整マニュアルの合同会議に出席していましたが、ルールを決めていて

も病院から退院直前での連絡があり、現場での調整に苦慮することがありました。

逆に入院時の情報提供でケアマネ側の報告が遅れたことにより、生活背景や既往

が分からず、医師の診療や看護に支障をきたすこともあるかもしれません。やは

り、両者が情報共有の理解を深める必要が高いと感じました。先ほどの部会でも

萩原部会長から、私たちが現場に持ち帰って、どのようにまわりに伝えていくか

ということが大切ですという話もありましたので、私も意識して啓発活動を進め

ていかないといけないと思った次第です。 

 

ありがとうございます。先ほど、意見交換の中でも入退院調整マニュアルの話

があり、病院全体として周知をしていただくよう話もありました。皆さん、ワー

クショップなどを重ねて非常にいいマニュアルを作っていただきましたので、い

かに活用していくかということです。半年後は活用が増えたけど、１年後には少

し減っているという結果もあるので少しもったいないと思いますので、ぜひ本日

出席いただいている皆様を中心に活用を進めていただき、来年度の報告で「活用

している」という声が増えることを期待していますのでよろしくお願いします。 

他に質問、ご意見がないようですので②認知症対策部会について、山上部会長

より報告を受けます。 

 

②認知症対策部会 

 

・資料７に基づき平成３０年度の活動報告及び令和元年度の活動予定を報告 

 

ありがとうございました。 

山上部会長から報告していただきましたが、内容についてご意見、ご質問等ご

ざいますか。 

 

この事例集をさっと見て、とてもよくまとまっているなというのが感想です。

マネジメントする者も、実際に支援する者も分かりやすいものだと思いますが、

これは、どの程度の機関で配布する予定ですか。 

 

市内の各医療機関、介護事業所、ケアマネジャーの方など 400～500部ほど配布
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市長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

部会長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

課長 

 

予定です。お手元に届いたときは、ご一読ください。 

 

ありがとうございます。他に、委員の皆様から何かご意見はありますか。 

 

認知症の相談は、地域包括支援センターでも年々増えていまして、市の方では

認知症地域支援推進員も専従で配属してもらっています。私たちも普及啓発につ

とめていますが、なかなかご家族の理解を得るのは難しく、特に初期の認知症の

方の理解不足が強いと思っていますので、このマニュアルはとても良いと思いま

した。このマニュアルの配布に関しては、活用の方法等については具体的にどの

ように周知を行われる予定ですか。 

 

先ほどの活動予定でもお伝えしましたが、事例集を用いて多職種連携研修を予

定しています。その時に、このような事例集があるということを再認識していた

だけると思います。研修会をどのような形でするかは、具体的には決まっていな

いのですけども、各委員が事例を熟知した上でご説明できるような形にしたいと

考えています。 

 

他にご意見などはありますか。 

ないようであれば、只今、両部会の活動内容について報告していただきました

が、内容について承認してよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

皆様に承認いただきましたので、資料６と７の（案）を消していただきますよ

うお願いいたします。委員・部会員の皆様におかれましては、各団体の集会等の

機会に広くご周知頂ければと思います。 

その際、資料等が必要でございましたら、配布部数などを事前に事務局に連絡

頂ければ、ご準備させて頂きますので、よろしくお願いいたします。 

続きまして、案件(４)その他についてです。 

１点目、奈良県の在宅医療介護推進事業の取組について、奈良県郡山保健所の

筒井課長からご報告いただきます。筒井課長、よろしくお願いします。 

 

（４）その他 

①奈良県の在宅医療介護推進事業の取組 

 

 ・資料：「奈良県在宅医療介護推進事業の取組について」に基づき説明 

 郡山管内では、平成 29年度に西和 7町地域にて入退院調整マニュアルを作成し

ました。今までは、保健所が中心でしたが、令和元年度からは、斑鳩町と上牧町

に代表になっていただき、町村が中心に進める予定です。また、管内においては

天理市が入退院調整ルールを策定する予定です。 

 また、退院調整率は順調に上昇していますが、入院時情報提供書の提出率の伸

びをあげていくことを目標にしています。県下でも生駒市同様「病院での周知」

が課題となっています。県としても退院調整ルールが円滑に周知されるように支

援・アドバイスを行っていきます。 

 

ありがとうございました。ご意見等ございますか。 

特にないようですので、その他の２点目、「やまと西和ネットの進捗状況について」

でございます。近畿大学奈良病院の田花課長からご説明いただきます。田花課長、

よろしくお願いします。 

 

②やまと西和ネット進捗状況について 

  

 ・資料：「やまと西和ネット進捗状況について」に基づき説明 

 個人情報の取り扱いについてご心配があるとの声がありますが、申込み用紙に、
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事務局 

 

 

会長 

個人情報に関する規約を記載しております。やまと西和ネットは、専用の回線を

作成し、そこに情報を見にいくので、セキュリティーは守られております。 

 また、やまと西和ネットの利用シーンの実例ですが、災害時など、院内で停電

が起きた時に、電子カルテのバックアップとしても利用が可能です。 

 しかし、PHR ではないので、個人のスマートフォンへのデータ取り込みは不可と

なっています。 

 

ありがとうございます。只今ご説明いただきましたが、ご質問等ございますか。 

ないようですので、その他の３点目、地域包括ケア推進大会についてでござい

ます。事務局から説明をお願いします。 

 

③地域包括ケア推進大会について 

・資料：「地域包括ケア推進大会について」「令和元年度 認知症に関する市民

フォーラムのチラシ」に基づき説明 

 

案件としましてはこれで終わりですが、委員の皆様から何かございませんか。 

ないようですので、これにて令和元年度生駒市医療介護連携ネットワーク協議

会を閉会いたします。 

  

 


